
『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

サトシくん
My son Satoshi is very happy to play with Kami city gift. We 
live in Kami city very happily. Kami city is very beautiful.Kami 
city hall office people are very helpful. We would like to live 
in Kami city for a few more years.
息子のサトシは、香美市のギフトで遊ぶのが大好きで
す。私たちは香美市でとても幸せに暮らしています。
香美市はとてもきれいです。香美市役所の人はとても
親切です。あと数年は香美市に住みたいです。

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

※香美市から木のギフト
　を受け取られた皆さん
　からのご感想、写真を
　募集しています。
　投稿者の氏名、写真、
　写真に映っている方の
　名前(ペンネームで構い
　ません)、感想を、下記
　のメールアドレスまで
　お送りください。

か
～
み
ぃ
ち
ゃ
ん

◆
蔵
書
検
索
が

　

見
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
更
新
に

よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
図
書

館
蔵
書
検
索
が
見
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

【
新
し
い
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
】

https://opac002.libcloud.
jp/kam

ilib/

◆
予
約
本
到
着
お
知
ら
せ

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
変
更

　

図
書
館
か
ら
の
予
約
本
到
着

の
お
知
ら
せ
に
使
用
さ
れ
る
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
。
予
約
本
到
着
の
連
絡

方
法
を
メ
ー
ル
で
登
録
し
、
メ

ー
ル
の
受
信
制
限
を
し
て
い
る

方
は
、
図
書
館
か
ら
の
メ
ー
ル

が
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定
変

更
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
新
し
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

kam
ilib@

libcloud.jp

◆
図
書
館
で
知
る
「
や
な
せ

　

た
か
し
」
さ
ん
コ
ー
ナ
ー

　

幅
広
く
活
躍
さ
れ
た
、
や
な

せ
た
か
し
さ
ん
の
画
集
や
詩
集
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
作
品
を
貸
出 市

立
図
書
館

し
て
い
ま
す
。
心
に
響
く
こ
と

ば
の
数
々
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

３
館
共
通
展
示

◆
第
70
回
青
少
年
読
書
感
想
文

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

　

か
み
ー
る
・
香
北
分
館
の
児

童
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
貸
出
中
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

課
題
図
書
は
予
約
者
が
多
い
た
め
、

　

貸
出
期
間
の
延
期
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
教
科
書
の
展
示

　

教
科
書
の
適
正
な
採
択
や
教

育
関
係
者
の
研
究
の
た
め
、
か

み
ー
る
で
、
令
和
７
年
度
の
中

学
校
用
教
科
書
の
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

【
期
間
】

６
月
18
日 (

火) 

～
８
月
14
日 (

水)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課

☎
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こ
の
演
奏
最
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な
り
ぬ
コ
キ
ー
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大
学
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高
ら
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ス
ー
パ
ー
の
よ
さ
こ
い
祭
り
募
集
に
も
な
な
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に
張
ら
る
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伊
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清
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と
も

老
人
性
掻
痒
症
と
は
む
な
し
く
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若
死
に
の
母
を
時
に
羨
し
む

大
岸
由
起
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

か
ん
き
つ

照
葉
の
風
艶
っ
ぽ
く
柑
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の
ニ
オ
イ
か
し
ま
し
又
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が
来
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原　
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賑
や
か
に
元
気
に
育
て
つ
ば
く
ろ
よ
寂
し
さ
す
す
む
こ
の
山
里
で

小
松　

敏
子

　
　

           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
歩
中
ち
ょ
っ
と
手
伝
い
肥
料
ま
く
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
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花
粉
に
染
ま
る

五
百
蔵
利
美

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
れ
星
弾
き
出
さ
れ
て
落
ち
ゆ
く
や
あ
れ
は
独
り
を
旅
立
つ
姿

森
本　

幸
美
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・
５
セ
ン
チ
の
孫
の
青
い
靴
と
ん
ぼ
が
止
ま
り
バ
ッ
タ
が
近
づ
く

山
﨑　

貴
子

も
う
春
か
ん
だ
桜
は
散
っ
た
外
に
出
た
そ
よ
風
が
体
を
く
す
ぐ
っ
た 

 
 

岡
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初
美

　
　
　

  　
　

             　

た  
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ご
う
に
ゅ
う

嬌
声
が
小
さ
き
渓
谷
に
こ
だ
ま
し
て
後
入
川
に
は
ゴ
リ
も
モ
ツ
ゴ
も

小
野
川
裕
三

　

◆
と
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だ
フ
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ア
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青
い
空
七
色
虹
の
向
こ
う
に
は
懐
か
し
あ
な
た
ま
た
会
っ
て
み
た
い

青　
　
　

竹

デ
イ
ケ
ア
で
飾
り
し
花
に
い
や
さ
れ
る
優
雅
な
心
天
女
の
ご
と
し 

 
 

恵　

美　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        
  　

　

             　
　
　
　
　

あ
じ
さ
い
の
色
ご
と
違
う
花
言
葉
自
分
は
ど
れ
が
当
て
は
ま
る
か
な 

 
 

里　
　
　

花

　

　

夕
時
に
横
に
並
ん
で
ク
ッ
キ
ン
グ
娘
マ
ゼ
マ
ゼ
母
ト
ン
ト
ン
と

そ　

の　
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雨
あ
が
り
歩
き
遍
路
の
姿
見
て
生
弘
法
の
声
ぞ
聞
き
た
り 

 
 

八
王
子
小
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        
  　

　

             　
　
　
　
　

真
冬
よ
り
澄
ん
だ
夜
空
は
な
い
け
れ
ど
夏
に
流
れ
る
空
の
清
流 

 
 

東　
　
　

流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        
  　

　

             　
　
　
　
　

休
耕
田
蛙
の
居
場
所
は
遠
い
田
で
季
節
の
声
は
も
う
と
ど
か
な
い 

 
 

雅　
　
　

子

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
ら
し
ま
い
止
ま
ら
な
い
も
う
歳
か
も
な
ト
イ
レ
の
近
さ   

石　
　
　

平

　

◆
高
知
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
◆

                                                                                                            

　
　

　
　
　
　
　

う
み

遠
く
行
き
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
実
の
く
れ
な
ゐ
を
と
も
に
見
た
り
き
雪
ふ
る
湖
に

佐
竹　

玲
子

                           
                             　

　

つ
ま       　
　

                              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頬
を
撫
で
る
風
は
も
う
初
夏
伊
予
富
士
に
夫
と
登
り
し
遠
き
日
の
風
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ひ
と
つ
き
の
早
さ
を
思
う
円
き
月
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乱
れ
飛
ぶ
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ま
り
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佐
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木
真
里

　
　
　

       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  

ろ
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お
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天
を
地
を
充
た
し
て
桜
ふ
ぶ
き
ゆ
く
谷
の
水
音
老
鶯
の
こ
ゑ

竹
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咲
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み
ご
と
な
る
び
わ
の
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の
花
咲
き
て
緑
に
け
む
る
物
部
の
河
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中
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定
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始
業
ま
で
の
わ
づ
か
を
子
ら
は
校
庭
に
鉄
棒
ブ
ラ
ン
コ
縄
跳
び
も
し
て

古
川　

安
子

猪
に
荒
ら
さ
れ
し
道
繕
い
て
父
の
墓
へ
と
た
ど
り
着
き
た
り

小
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◆
韮
生
短
歌
会
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わ
が
庭
に
塀
を
越
え
き
し
し
ゃ
ぼ
ん
玉
き
ら
り
キ
ラ
キ
ラ
子
供
の
声
も

大
石　

綏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
受
け
と
り
田
に
つ
け
る
植
え
る
段
取
り
話
し
合
い
つ
つ

門
田　

明
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
ご
と
の
深
よ
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す
る
も
力
な
り
生
き
ゆ
く
中
に
学
び
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多
し

武
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弘
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  
      　

　
　
　
　
　
　
　

泣
き
声
に
表
情
か
わ
る
幼
子
は
告
げ
た
き
声
か
顔
赤
く
し
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松
中　

賀
代
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幸
せ
を
振
り
ま
き
ゐ
る
か
の
鯉
の
ぼ
り
隣
家
や
う
や
く
子
宝
得
た
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公
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正
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「
涛
光
」
グ
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ー
プ
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百
五
ま
で
祖
母
居
り
し
部
屋
を
改
装
も
桟
や
柱
に
残
る
墨
あ
と

井
上　

有
子

　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

                                                          

葉
桜
の
木
洩
れ
日
受
け
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き
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一
日
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同
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仲
間
を
募
る

刈
谷
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
の
露
地
足
踏
み
入
れ
て
身
を
正
す
白
風
立
ち
て
涼
一
味
な
り

小
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美
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

　
　
　

  

台
風
の
襲
来
と
重
な
る
出
産
の
長
き
日
を
終
え
吾
子
を
抱
け
り
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星

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　

           

満
開
の
初
め
て
植
え
し
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か
ぬ
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代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

    

こ
の
吾
を
実
母
に
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ね
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々
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に
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感
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し
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富
石

　
　

　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

手
づ
く
り
の
お
餅
好
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娘
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こ
お
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か
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と
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に
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づ
け

野
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典
子

　
　

  　
　
　
　
　
　

   　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

背
骨
折
り
力
仕
事
は
か
な
わ
ね
ど
手
を
動
か
せ
る
は
無
上
の
喜
び

溝
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龍
泉

　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

誕
生
日
祖
母
に
さ
さ
や
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
祖
母
の
笑
顔
に
私
嬉
し

𠮷
川　

恵
樹

　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

｢

お
久
し
ぶ
り
」「
変
わ
ら
な
い
ね
」
と
ほ
め
ら
れ
て
何
も
な
い
け
ど
体
は
普
通

原　
　

恭
子

【
短

歌
】

　
　

広
報
委
員
会　

選

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ
サンリオ出版大全

慶応義塾大学出版会

サンリオ創業者の辻信太郎と詩人のやなせた

かしが出会い、抒情とヒューマニズムの夢を

のせた出版事業。「かわいい」キャラクター

事業のかたわら、数々の出版物を世に送り出

した企業は、他に類のない多彩な文化事業展

開をみせ、多くのファンを獲得していった。

★小手鞠るいさん、小池昌代さん、永田萠さん、

元『いちご新聞』編集長・高桑秀樹さんの関係者

説話も収録（出版社ホームページより）

国語　五

光村図書

教科書にやなせさんが取り上げられてい

ると教えてくださった香北町のNさん。

さっそく３館で皆さんの手に取っていた

だけるよう準備しました。教材名「やな

せたかし―アンパンマンの勇気」の伝記

を読み、自分の生き方について考える学

習です。梯久美子さん（ノンフィクショ

ン作家）のことばの数々が心に響きます。

ｐ
サ

慶応

サ

か

のせ

事業

した

開を

★小

国

光村

教科

る

さ

だ

せた

を読

習で 　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

掲
載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
７
８
２－
８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

５
３－

５
９
５
８

じょじょう

こでまり かけはし

き
ょ
う
せ
い


